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の玄関かざるルの里

夢・語

九
月
十
九
日
、
江
尾
駅
構
内
で
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里

多
目
的
施
設
新
築
工
事
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
「
特
定
地
域
に
お
け
る
若
者
定
住
促

進
等
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、

若
者
定
住
の
促
進
と
地
域
活
性
化
の
活
動
拠
点
と
し
て

建
設
さ
れ
る
も
の
で
す
。

完
成
は
、
来
年
の
二
月
末
の
予
定
で
、
今
、
急
ピ
ッ

チ
に
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
施
設
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（2）

∴二鳥闇Bl■二
▲工事の安全を祈って鍬入れする福田町長（起工式）

町
の
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い

チ
ロ
ル
風
の
建
物

＝
総
事
業
費
一
億
二
千
万
円
＝

若
者
が
夢
を
語
る
場
と
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
活
動
拠
点
と
し

て
、
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
奥

大
山
チ
ロ
ル
の
里
多
目
的
施
設
は
、

町
の
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
チ
ロ
ル

風
の
建
物
で
す
。

総
事
業
費
一
億
二
千
万
円
、
鉄

⑳

骨
二
階
建
、
延
面
積
三
七
四
・
八

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
規
模
。

一
階
は
、
町
民
ホ
ー
ル
　
（
六
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
）
、
大
学
習
室
（
三

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
、
小
学
習
室

（
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
、
二
階
は
、

研
修
室
（
三
八
平
方
メ
ー
ト
ル
）
、
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⑳

郷
土
P
R
室
　
（
二
八
平
方
メ
ー
ト

ル
）
　
で
一
階
か
ら
二
階
に
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
ほ
か
、

身
障
者
用
ト
イ
レ
も
完
備
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
大
学
習
室
に
は
、
図
書

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
る
予
定
で
、

中
二
階
に
は
、
小
規
模
を
が
ら
日

野
川
の
清
流
を
一
望
で
き
る
ベ
ラ

ン
ダ
が
完
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

来
春
に
は
チ
ロ
ル
の
里
江
府
町

に
ま
た
ひ
と
つ
チ
ロ
ル
風
の
建
物

が
お
目
見
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。な

お
、
工
事
に
伴
い
資
材
の
運
搬

な
ど
の
た
め
に
大
型
自
動
車
が
江

尾
地
内
を
通
行
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

J
R
・
バ
ス
利
用
の
、

江
尾
駅
発
の
バ
ス
は
発
車
時
刻
の

五
分
前
に
到
着

江
尾
駅
発
の
バ
ス
は
、
こ
の
工

事
の
た
め
に
、
来
年
二
月
末
ま
で

の
期
間
、
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

江
尾
駅
発
の
路
線
バ
ス
は
発
車

時
間
の
五
分
前
に
駅
前
広
場
に
到

着
し
、
定
刻
ど
お
り
出
発
し
ま
す
。

江
尾
駅
で
バ
ス
に
乗
車
さ
れ
る

方
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
・
1
R
を
ご

利
用
の
皆
さ
ん
は
待
合
所
と
し
て

駅
前
バ
ス
待
合
室
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
利
用
時
間
　
午
前
七
時
～

午
後
七
時

こ
の
特
定
地
域
に
お
け
る
若
者

定
住
促
進
等
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
は
、
近
ご
ろ
若
者
た
ち
が
都

会
に
流
出
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め

に
、
地
域
に
若
者
た
ち
の
活
動
拠

点
を
設
け
、
様
々
を
地
域
の
人
々

と
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
若
者

た
ち
が
自
由
に
夢
づ
く
り
を
行
う

場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

来
春
に
は
、
若
者
た
ち
の
弾
む

語
ら
い
の
声
や
地
域
の
人
々
の
活

発
を
交
流
で
に
ぎ
わ
う
こ
と
に
を

り
ま
す
。

3）
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▲「いつまでもお元気で」と記念品を手渡す福田町長

団
⑯
白

高
齢
者
（
九
十
二
歳
以
上
）
3
2
人
を
顕
彰

数
え
年
九
十
二
歳
以
上
の
お
年
寄
り
　
（
三
十
二
人
、
次
の
と
お
り

掲
載
し
て
い
る
方
）
　
に
福
田
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
を
訪
問
し
、

記
念
品
と
目
録
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
家
族
に
は
、
介
護
年
手

当
金
と
感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

ま
た
、
数
え
年
七
十
歳
以
上
の
方
に
は
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

●

い
つ
ま
で
も

お
元
気
で

九
十
二
歳
以
上
の
皆
さ
ん

久
　
連
　
水
下
す
み
よ
㌔
（
百
歳
）

（
水
下
　
博
㌔
母
）

池
の
内
　
加
藤
ゐ
か
よ
㌔
（
百
歳
）

（
加
藤
美
和
子
㌔
義
母
）

御
　
机
　
川
上
ち
と
せ
㌔
（
九
十
八
歳
）

（
川
上
八
千
穂
㌔
母
）

下
蚊
屋
　
小
椋
あ
さ
の
史
九
十
八
歳
）

（
小
椋
　
博
㍉
母
）

柿
　
原
　
奥
田
を
た
ね
史
九
十
八
歳
）

（
奥
田
　
薫
㍉
母
）

荒
　
田
　
井
上
　
柳
次
㍉
（
九
十
七
歳
）

（
井
上
昭
宣
㍉
祖
父
）

貝
　
田
　
遠
藤
く
ら
の
㌦
（
九
十
七
歳
）

（
遠
藤
規
矩
雄
㌦
母
）

柿
　
原
　
加
藤
む
め
よ
㌔
（
九
十
七
歳
）

（
加
藤
書
文
㌔
母
）

本
　
四
　
下
村
一
代
㌔
（
九
十
七
歳
）

（
下
村
耕
朗
㌔
養
母
）

下
蚊
屋
　
白
根
　
タ
キ
㌔
（
九
十
六
歳
）

（
仲
田
健
治
㍉
祖
母
）

吉
　
原
　
天
野
　
都
治
㌔
（
九
十
六
歳
）

（
天
野
日
出
男
㌔
父
）

下
蚊
屋
　
宮
尾
美
智
子
㍉
（
九
十
四
歳
）

（
小
椋
俊
夫
㍉
縁
故
者
）

袋
　
原
　
新
見
　
栄
子
史
九
十
四
歳
）

大
河
原
　
桑
原
　
つ
ね
㌔
（
九
十
四
歳
）

（
桑
原
　
茂
㌔
母
）

本
　
二
　
福
田
　
岩
雄
㌦
（
九
十
四
歳
）

（
福
田
　
絹
江
㌦
父
）

本
　
三
　
川
上
　
智
恵
㌔
（
九
十
四
歳
）

（
川
上
雄
右
㍉
母
）

貝
　
田
　
車
　
　
琴
史
九
十
三
歳
）

（
車
　
数
照
㍉
母
）

吉
　
原
　
桧
原
　
孝
憲
㌔
（
九
十
三
歳
）

（
松
原
　
寛
㌔
父
）

西
　
成
　
妹
尾
　
こ
う
㌔
（
九
十
三
歳
）

（
妹
尾
治
夫
㍉
妻
の
母
）

新
　
道
　
仲
田
　
勇
㌔
（
九
十
三
歳
）

新
　
道
　
仲
田
　
政
子
㌔
（
九
十
三
歳
）

⑳

洲
河
崎
　
影
山
　
孝
史
九
十
二
歳
）
　
㈱

（
影
山
一
売
㌔
母
）

下
安
井
　
徳
岡
　
恒
一
更
九
十
二
歳
）

（
徳
岡
卓
史
㌔
父
）

本
一
川
上
　
鳴
子
㍉
（
九
十
二
歳
）

（
川
上
博
久
㌔
母
）

大
　
満
　
徳
岡
　
貞
更
九
十
二
歳
）

（
徳
岡
正
人
㌔
母
）

久
　
遠
　
生
田
　
久
代
㌦
（
九
十
二
歳
）

（
生
田
芳
人
㍉
母
）

洲
河
崎
　
浦
部
ち
ゑ
子
㍉
（
九
十
二
歳
）

（
浦
部
　
健
㌔
母
）

洲
河
崎
　
影
山
ま
す
よ
史
九
十
二
歳
）

（
影
山
頼
美
㌦
母
）

洲
河
崎
　
影
山
み
つ
よ
㍉
（
九
十
二
歳
）

（
影
山
文
夫
㌦
母
）

新
一
竹
内
　
郁
子
㍉
（
九
十
二
歳
）

（
竹
内
節
子
㌔
母
）

新
　
二
　
川
崎
　
仁
㌔
（
九
十
二
歳
）

（
川
崎
　
偉
㍉
父
）

下
蚊
屋
　
各
務
　
亀
市
㌔
（
九
十
二
歳
）

（
各
務
英
明
㌔
父
）
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＼▼ニ＿

▲この競技は私にま かせとけ．（／

ヽ■■一二■′　、

▲足がなかなか前にでない
けど、－歩一歩確実に

一
滴
も
こ
ぼ
さ
ず
に
入
れ
ま
し
た

」
「

▲「まいことできたなあ」奥大山の水

な
り
ま
し
た

↓
ゴ
ジ
ラ
も
登
場
、
入
場
行
進

見
事
に
た
い
を
つ
り
上
げ
て
ソ
レ
ー
い
け
／

■
▼

▼ジュースを飲むのも、きょうは本気で（グルメの秋）
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▲グランドチャンピオンのトロフィーを受ける越峠さん
（西部家畜市場）

－
ソ
ニ
ー
教
育
論
文
・
受
賞
記
念
－

り
っ
は
な
記
意
碑

米
沢
小
学
校
に
誕
生

放
牧
牛
が
ク
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

第
7
6
回
日
野
畜
産
共
進
会

八
月
二
十
九
日
、
西
部

家
畜
市
場
（
岸
本
町
）
で
第

七
十
六
回
日
野
畜
産
共
進

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
町
内

か
ら
四
頭
が
出
品
。
な
か

で
も
注
目
を
集
め
た
越
峠

嘉
道
さ
ん
の
い
と
ひ
め
号

は
、
瓜
菜
沢
放
牧
場
の
放

牧
牛
で
、
見
事
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
栄
冠
を

獲
得
す
る
と
と
も
に
町
の

放
牧
技
術
の
高
さ
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

成
績
結
果
（
　
）
は
所
有
者

二
区
一
等
／
い
と
ひ
め
号

（
越
峠
嘉
道
）

一
等
／
ち
よ
2
5
の
3
号

（
妹
尾
　
章
）

三
区
一
等
／
こ
は
る
号

（
各
務
正
人
）

一
等
／
ゎ
か
ひ
め
号

（
川
上
公
行
）

▲除幕式であいさつをする高津会長（米沢小）

真心の献血に感謝

九
月
十
二
日
、
献
血
車
が
町
内

を
巡
回
し
、
多
く
の
方
々
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

真
心
の
献
血
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

6

●
江
府
町
役
場
前

川
上
和
人

川
上
靖
子

下
垣
真
智
子

生
田
美
保
子

藤
森
史
子

坂
本
明
美

谷
口
志
津
子

浦
部
　
学

●
1
A
鳥
取
西
部
江
府
町
支
所
前

西
村
弘
樹

森
田
幸
書

林
　
二
郎

川
端
睦
子

●
江
尾
郵
便
局
前

瀬
野
徳
明

土
井
垣
史
朗

岡
田
利
栄
子

砂
口
芳
弘

田
中
　
進

大
岩
　
徹

遠
藤
敏
彦

森
田
美
由
紀

新
見
道
弘

伊
田
史
昭

こ
の
た
び
、
米
沢
小
学

校
に
記
念
碑
が
誕
生
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
ソ
ニ
ー

教
育
振
興
財
団
で
米
沢
小

学
校
が
二
年
連
続
で
優
秀

を
成
績
を
収
め
た
こ
と
を

記
念
し
て
、
米
沢
小
P
T

●

A
が
中
心
と
な
っ
て
制
作

さ
れ
た
も
の
で
す
。

九
月
三
日
、
運
動
会
が

行
わ
れ
た
あ
と
、
除
幕
式

が
行
わ
れ
、
真
新
し
い
、

り
っ
ば
を
記
念
碑
が
校
門

を
飾
っ
て
い
ま
す
。

●
中
国
電
力
俣
野
川
発
電
所

建
設
所
前

山
野
英
哉

加
藤
義
也

池
田
邦
裕

遠
藤
　
進

遠
藤
道
弘

西
岡
ま
ち
子

石
飛
卓
二

西
谷
信
広

小
柳
睦
利

岡
本
　
靖

長
岡
　
茂

（
太
字
は
四
〇
〇
は
採
血
の
方
）
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⑳溝
口
警
察
署
の
協
力
に

よ
り
、
町
交
通
安
全
指
導

員
、
交
通
安
全
母
の
会
の

皆
さ
ん
が
交

㊥

大
会
、
俣
野
地
区
の
運
動

会
で
も
活
躍
。
こ
の
た
び
、

町
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で

す
。

通
事
故
の
な

い
よ
う
に
、

運
転
者
に
梨

と
交
通
安
全

パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
手
渡
し

を
が
ら
、
訴

え
ま
し
た
。

交通死亡事故「0」

500日を目指し

ゆとりある運転を

街
頭
指
導

の
前
に
は
、

江
尾
小
学
校

で
福
田
町
長

自
ら
、
ゴ
ジ

ラ
を
連
れ
、

子
ど
も
た
ち

に
交
通
ル
ー

ル
を
し
っ
か

＝交通ルール守らない人間を

コジヲはゆるさん背，，

秋の全国交通安全運動にゴジラも一役

9月21日から30日までの10日間、秋の全国交通安全運動

が行われました。

なかでも、9月25日柿原入口で行われた運転者への交通

安全の呼びかけた街頭指導では、映画、テレビの人気者の

ゴジラも交通安全母の会の皆さんといっしょに参加しまし

た。

こ
の
ゴ
ジ
ラ
は
日
の
語

の
日
和
会
が
制
作
し
た
も

の
で
、
本
年
の
自
作
そ
り

り
守
っ
て
と
身
近
を
体
験

を
交
え
を
が
ら
、
話
を
し

ま
し
た
。

▲「交通事故ミなしこで」と呼びかけ梨を配る
交通安全母の会の皆さん（柿原入口）

▲新鮮な野菜を買い求める神戸の皆さん（川井公園）

町
の
特
産
品
が
ず
ら
り

＝
神
戸
で
物
産
交
流
会
＝

九
月
二
十
三
日
、
二
十
四

日
の
二
日
間
、
神
戸
市
東
灘

区
に
あ
る
川
井
公
園
で
物
産

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
に
は
、
町
の
新

鮮
を
野
菜
を
ど
の
物
産
品
を

即
売
。
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら

大
好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

あ
の
悪
夢
の
よ
う
を
震
災

か
ら
約
八
か
月
。
公
園
の
周

辺
に
多
く
見
受
け
ら
れ
た
倒

壊
家
屋
も
す
っ
か
り
取
り
除

か
れ
て
い
ま
し
た
。

物
産
交
流
会
に
参
加
し
た

農
協
の
職
員
等
は
、
神
戸
の

皆
さ
ん
が
少
し
で
も
元
気
に

な
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
と
特
産

品
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
。

7
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すで花▲わたしたちが作った

町
内
の
各
小
学
校
で
高
齢
者
の

方
々
と
い
ろ
い
ろ
を
交
流
が
あ
り

ま
し
た
。

米
沢
小
学
校
で
は
、
校
区
内
の

七
十
歳
以
上
の
方
に
ベ
ゴ
ニ
ア
と

町
内
の
各
小
学
校
で
高
齢
者
の
方
々
と
色
々
な
交
流

個
人
宛
て
に
手
紙
を
贈
っ
て
い
ま

す
。ベ

ゴ
ニ
ア
は
児
童
が
一
人
一
鉢

を
担
当
し
て
六
月
頃
か
ら
育
て
た

も
の
で
す
。

ベ
ゴ
ニ
ア
を
こ
れ
ま
で
に
約
二

百
鉢
贈
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
全

員
に
届
い
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

将
来
的
に
は
、
校
区
内
の
七
十
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
々
全
て
に
届

け
た
い
そ
う
で
す
。

江
尾
小
学
校
で
は
、
九
月
十
六

日
敬
老
参
観
日
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
折
り
紙
、
草
花
を
使
っ

て
の
虫
作
り
、
葉
っ
ぱ
の
お
面
な

ど
を
作
り
ま
し
た
。

▼こんなのができました

以
上
の
方
全
員
に
ベ
ゴ
ニ
ア

の
鉢
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

敬
老
作
文
集
は
、
児
童
の

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん

の
思
い
出
や
交
流
会
で
の
思

い
出
を
文
集
に
し
た
も
の
で

す
。
ベ
ゴ
ニ
ア
は
米
沢
小
学

校
と
同
様
、
児
童
が
一
人
一

鉢
を
担
当
し
て
育
て
た
も
の

で
す
。

4年連続9回目　－
第32回江府町民野球大会

（8）

▲本町5丁目チーム

明
倫
小
学
校
で
は
、

児
童
が
作
っ
た
運
動

会
の
招
待
状
を
高
齢

者
の
方
に
送
り
ま
し

た
。
ま
た
、
同
じ
人

に
年
賀
状
も
送
る
そ

う
で
す
。

俣
野
小
学
校
で
は
、

校
区
内
の
七
十
歳
以

上
の
方
全
員
に
敬
老

作
文
集
、
八
十
五
歳

↓
作
文
も
よ
ん
で
く
だ
さ
い
ね

九
月
三
日
か
ら
十
一
日
の
間
、

第
三
十
二
回
江
府
町
民
野
球
大
会

が
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
二
十
三
チ
ー
ム
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
本
町
五
丁
目
と
新

町
二
丁
目
が
対
戦
し
接
戦
の
末
、

本
町
五
丁
目
が
勝
利
し
、
四
年
連

続
九
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
（
新
町
二
丁
目
は
、
二
回
目

の
準
優
勝
）

ま
た
、
今
大
会
で
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
打
っ
た
選
手
に
、
ホ
ー
ム
ラ
ン

賞
と
し
て
山
陰
中
央
新
報
社
か
ら

メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

決
勝
戦
の
結
果
と
ホ
ー
ム
ラ
ン

賞
の
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

決勝戦（9月11日）

002　012　0＝5

101010　0＝3

本町五丁目

新町二丁目

本五Jll上（勝）一　川上（浩）
新二　生田（圭）一手島

本塁打　川端（学）一　本五
二塁打　中前　　　一　本五

生田（圭）－　新二

吉
　
　
　
原

荒
・
半
・
宮

本
町
五
丁
目

久
　
　
　
連

貝
　
　
　
田

下
　
安
　
井

新
町
二
丁
目

新
道
・
一
旦

俣
野
奥
連
合

柿
　
　
　
原

本
町
三
丁
目

－
砂
口
正
文

－
藤
原
優
昭

－
川
端
　
学
（
3
）

澤
田
雄
三

－
竹
内
　
求

1
遠
藤
　
進

－
横
田
有
司

－
生
田
圭
一
郎

手
島
宏
樹

－
生
田
義
夫

梅
林
茂
樹

－
中
尾
唯
秋

－
奥
田
広
志

1
冨
田
健
一
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文化祭のおしらせ
◆展示の部

期間：10月21日出
～22日（日】

場所：江府町山村開発センター

写真コンテスト、絵画、俳句、陶芸、書

道、手芸、生花、公民館講座作品、園児

・児童・生徒作品、原爆展、リハビリ作

品展、生活作品展、料理・喫茶展、木工

工芸製品販売、チャリティーバザー……

e t e

町内の、各種団体のご協力により作品

展、各種製品の販売をどをおこ患います。

◆生涯学習推進大会
期日：10月28日出川7：30～

場所：江府町山村開発センター

講演会
演題「学んで輝く我が故郷

人育て、夢育て、町育て」

講師　広島大学教授

土井利樹先生

◆音楽芸能発表会・文化講演会

期日：10月29日（日）

場所：江府町山村開発センター

※くわしくは、後日チラシを配布します

のでそちらをご覧ください。

（9）

八
月
二
十
七
日
、
日
輪
闇
で
ブ

ル
1
1
ス
シ
ン
ガ
ー
ー
豊
田
勇
造
さ
ん

の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
1
卜
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
の
音
楽
好
き
の

▲コンサートのようす

豊
田
勇
造
ラ
イ
ブ

集
ま
り
「
ア
ク
セ
ス
江
府
」
が

主
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
東
京
、
京
都
、
米

子
な
ど
か
ら
ミ
ュ
ー
十
ジ
シ
ャ

ン
の
方
が
か
け
つ
け
バ
ッ
ク

バ
ン
ド
で
サ
ポ
ー
ー
ト
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

豊
田
さ
ん
は
タ
イ
と
京
都

で
生
活
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

「
自
分
は
こ
の
頃
、
日
本
人

と
い
う
よ
り
は
ア
ジ
ア
人
に

な
っ
て
い
る
。
」
と
言
わ
れ
、

普
段
の
生
活
に
ね
ぎ
し
た
ブ

ル
・
I
ス
に
会
場
は
最
後
ま
で

熱
気
が
冷
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

▲指導のようす

明
徳
学
国
陶
芸
部
で
は
、

奥
大
山
の
水
交
流
セ
ン
タ
・
－

「
ヨ
ー
ー
デ
ル
館
」
で
使
わ
れ

る
皿
そ
ば
用
の
皿
と
椀
を
製

作
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ヨ
ー

デ
ル
館
か
ら
明
徳
学
園
陶
芸

部
へ
要
請
の
あ
っ
た
も
の
で

構
想
に
三
か
月
、
製
作
に
一

か
月
か
か
っ
た
力
作
で
す
。

緑
色
が
そ
ば
を
引
き
立
て
、

食
欲
を
そ
そ
る
お
皿
で
す
。

ヨ
ー
デ
ル
館
に
行
か
れ
た

ら
、
皿
そ
ば
を
注
文
し
て
は

い
か
か
で
し
ょ
う
か
？

高校生通学者の安全指導

青
少
年
育
成
江
府
町
民
会
議
で

は
溝
口
警
察
署
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
九
月
二
十
二
日
、
高
校
生

の
通
学
者
を
対
象
に
交
通
安
全
指

導
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
バ
イ
ク
通
学
者
へ
の

交
通
安
全
指
導
や
、
自
転
車
通
学

者
へ
溝
口
警
察
署
か
ら
反
射
板
の

配
布
が
あ
り
ま
し
た
。

▲この皿ではやく食べたいな 明
徳
学
園
陶
芸
部
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平成7年度同和教育講座

たんばlま学級
7月14日㈱～9月8日㈱　5講座を開講

今年度は125人の学級生が誕生
（延べ人数226人）

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
と
本
町
五

丁
目
集
会
所
を
会
場
に
、
七
月
か

ら
始
ま
っ
た
　
「
た
ん
ば
ぽ
学
級
」

も
、
九
月
八
日
の
講
座
を
最
後
に
、

五
回
の
全
課
程
を
修
了
し
ま
し

た
。江

府
町
の
同
和
教
育
講
座
は
今

年
で
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

三
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
年

度
当
初
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、

ど
う
し
た
ら
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
か
、
有

意
義
を
講
座
を
開
催
で
き
る
か
を

検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
人
権
問
題
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
、

よ
り
広
い
視
点
か
ら
考
え
て
い
た

だ
く
こ
と
を
主
眼
に
し
て
、
部
落

差
別
の
問
題
、
子
供
の
い
じ
め
や

女
性
の
人
権
の
問
題
な
ど
の
よ
り

広
い
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
学
習
の
根

底
に
は
、
同
和
教
育
で
培
っ
た
人

権
尊
重
の
精
神
が
基
本
に
な
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
、
今
年
か
ら
同

和
教
育
講
座
の
愛
称
を
「
た
ん
ば

ぽ
学
級
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

「
た
ん
ば
ぽ
」
は
生
命
力
の
強

い
花
で
、
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
て

い
る
草
花
で
す
。
た
ん
ば
ば
の
種

亀

子
が
風
に
乗
っ
て
飛
ん
で
行
く
よ

う
に
、
人
権
を
大
切
に
す
る
み
ん

を
の
心
の
輪
が
大
き
く
広
が
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
こ
め

て
　
「
た
ん
ば
ぽ
学
級
」
と
名
付
け

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
「
た
ん
ば
ぽ
」
が

人
権
尊
重
の
合
い
言
葉
に
な
り
、

よ
り
多
く
の
人
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
講
座
を
育
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
の

た
ん
ば
ぽ
学
級
は
／

今
年
度
開
催
し
ま
し
た
　
「
た
ん

ば
ぽ
学
級
」
　
の
内
容
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

第
一
回
は
七
月
十
四
日
、
日
南

町
社
会
教
育
指
導
員
の
足
羽
隆
先

生
に
講
師
を
お
願
い
し
、
「
身
近

を
差
別
を
を
く
す
た
め
に
」
を
テ

ー
マ
に
差
別
が
見
え
に
く
く
な
っ

た
と
言
わ
れ
る
今
日
、
差
別
は
厳

然
と
し
て
生
き
て
い
る
事
。
私
た

ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
　
㈹

な
差
別
を
見
抜
く
こ
と
が
大
事
を

こ
と
で
、
地
域
や
家
庭
の
一
人
ひ

と
り
の
人
権
意
識
の
高
ま
り
が
、

差
別
を
を
く
す
一
番
大
き
を
力
に

在
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

第
二
回
目
は
七
月
二
十
八
日
、

西
部
教
育
事
務
所
の
社
会
教
育
主

事
・
中
原
悌
二
先
生
に
　
「
い
じ
め

に
つ
い
て
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
「
い
じ
め
」
　
の
発
生
状
況

や
、
傾
向
を
ど
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

んや
〟　　．“‾二二竺顎■■

第
二
回
「
い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
る
」

西
部
教
育
事
務
所

中
原
悌
二
先
生
の
講
演

第四回「心ゆたかな子育て」受講風景
講師は山上小学校・大柄瑞穂先生
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さまざまな意見の出たグループディスカッシ

⑳

分
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
か
、

そ
し
て
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
解
放
運
動
が
進
め
ら

れ
て
い
っ
た
か
を
ど
、
人
権
回
復

の
取
組
み
に
つ
い
て
、
江
府
町
で

の
実
態
も
含
め
を
が
ら
、
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
講
師
の
講
演
終
了

後
に
、
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
に
別

れ
て
そ
れ
ぞ
れ
　
「
い
じ
め
」
　
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

学
校
の
よ
う
す
や
、
地
域
で
の

子
供
へ
の
取
組
み
。
子
供
を
持
つ

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
か
ら
は
、

身
近
で
切
実
を
問
題
と
し
て
、
意

見
が
述
べ
ら
れ
、
明
る
い
雰
囲
気

の
中
で
、
活
発
な
意
見
の
交
換
が

行
わ
れ
、
た
い
へ
ん
を
盛
り
あ
が

り
で
し
た
。

第
三
回
は
八
月
四
日
、
鳥
取
県

社
会
同
和
教
育
指
導
員
で
、
本
町

五
丁
目
集
会
所
長
の
、
仲
嶋
兵
道

先
生
に
　
「
差
別
の
歴
史
」
と
し
て
、

部
落
の
起
源
か
ら
始
ま
っ
て
、
歴

史
的
に
ど
の
よ
う
に
不
合
理
を
身

皆勤者には修了証を贈りました

感
じ
た
こ
と
な
ど
、
自
分
の
実
体

験
を
通
し
て
の
講
演
に
、
参
加
者

は
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
後
の
分
散
会
で
は
、

子
育
て
に
つ
い
て
、
活
発
を
意
見

の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
五
回
の
最
終
日
は
、
九
月
八

日
に
、
米
子
市
の
山
陰
歴
史
館
館

長
・
杉
本
良
巳
氏
に
　
「
女
性
の
立

場
と
人
権
」
　
の
講
演
を
い
た
だ
き
、

社
会
の
中
で
の
女
性
の
存
在
の
重

要
性
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
座
の
終
了
後
、
中
国
の
北
京

で
開
催
の
　
「
世
界
女
性
会
議
（
北

京
会
議
）
　
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
参
加
さ
れ
た
越
峠
恵
美
子
さ
ん

と
井
上
廉
女
さ
ん
か
ら
、
会
議
に

参
加
し
て
の
よ
う
す
を
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
四
回
は
八
月
二
十
五
日
、
会

場
を
本
町
五
丁
目
集
会
所
に
移
し

て
　
「
心
ゆ
た
か
を
子
育
て
」
を
テ

ー
マ
に
、
日
南
町
立
山
上
小
学
校

の
大
柄
瑞
穂
先
生
に
お
話
し
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

地
区
に
嫁
い
で
来
て
、
被
差
別

の
実
態
に
直
面
し
、
自
ら
の
差
別

心
を
振
り
返
っ
た
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
中
で
子
育
て
を
通
し
を
が
ら

差
別
解
消
の
た
め
に
戦
い
を
が
ら
、

越峠さんの世界女性会議報告

本
講
座
を
よ
り
充
実
す
る
た
め

に
、
第
四
回
・
五
回
の
講
座
参
加

者
に
お
願
い
し
、
五
十
七
人
の
方

に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊
講
座
へ
の
参
加
状
況

○
各
回
平
均
出
席
人
数

○
全
体
延
人
数

四
十
五
人

二
百
二
十
六
人

＊
講
座
で
気
付
い
た
こ
と

（
時
期
・
講
師
・
会
場
・
進
行
）

○
短
期
間
で
の
集
中
講
座
は
、
曜

日
を
設
定
し
た
夏
期
の
夜
が
よ

い
が
、
一
回
程
度
休
日
の
畳
の

開
催
は
ど
う
か
。

○
講
座
・
講
師
陣
が
多
方
面
に
わ

た
っ
て
お
り
、
講
演
内
容
が
具

体
的
で
理
解
し
易
く
興
味
深
い

も
の
で
あ
っ
た
。

〇
二
会
場
で
講
座
が
実
施
さ
れ
た

の
は
よ
か
っ
た
。

○
講
演
後
の
小
集
団
で
の
話
し
合

い
は
好
企
画
で
あ
っ
た
が
、
短

時
間
で
の
効
率
の
あ
る
運
営
方

法
を
、
今
後
さ
ら
に
工
夫
し
て

ほ
し
い
。

＊
講
座
で
最
も
印
象
深
か
っ
た
点

○
各
講
師
が
自
分
の
体
験
を
通
し

て
話
さ
れ
、
感
じ
る
と
こ
ろ
が

非
常
に
多
か
っ
た
。

○
講
演
か
ら
「
思
う
だ
け
か
ら
発

言
し
、
行
動
に
移
せ
る
力
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し
さ
」

を
学
ん
だ
。

○
世
界
女
性
会
議
の
報
告
は
熱
意

に
溢
れ
勉
強
に
な
っ
た
。

○
同
和
問
題
を
意
識
し
て
い
け
る

環
境
を
自
分
か
ら
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
と
感
じ
た
。

＊
こ
れ
か
ら
の
た
ん
ば
ぽ
講
座
へ

○
心
理
的
差
別
が
続
い
て
い
る
歴

史
的
社
会
的
意
識
の
堀
り
下
げ

を
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
。

○
集
中
的
な
開
催
方
法
も
よ
い
が

月
に
一
回
、
曜
日
を
設
定
し
て
、

年
間
通
し
た
開
催
を
。

○
学
校
・
町
の
関
係
者
の
参
加
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

呼
び
か
け
を
工
夫
し
、
一
般
特

に
若
い
人
の
参
加
を
望
む
。

○
今
回
の
よ
う
に
身
近
を
テ
ー
マ

だ
と
参
加
し
た
い
気
持
ち
に
を

る
。
い
ろ
ん
を
視
点
か
ら
同
和

教
育
を
と
ら
え
れ
ば
参
加
し
や

す
い
。

○
同
じ
内
容
で
も
繰
返
し
継
続
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
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水
　
へ
　
の

い
た
わ
り

を私る

「
四
国
の
水
が
め
」
と
呼
ば
れ

四
国
四
県
に
水
を
供
給
し
て
い
る

早
明
浦
ダ
ム
。
昨
年
の
異
常
渇
水

時
に
は
湖
底
ま
で
干
上
が
り
、
水

不
足
で
苦
し
む
香
川
県
へ
本
町
か

ら
救
援
の
水
を
送
っ
た
り
し
ま
し

た
が
今
年
は
雨
も
あ
り
去
年
ほ
ど

に
は
を
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
い
ま
す
。

年
間
八
億
六
三
〇
〇
万
ト
ン
の

水
を
供
給
す
る
こ
の
ダ
ム
も
「
緑

の
ダ
ム
」
と
い
わ
れ
る
水
源
滴
養

林
が
十
分
に
働
い
て
い
な
い
と
四

国
全
体
が
水
不
足
で
苦
し
む
こ
と

に
在
り
、
今
、
水
源
滴
養
林
の
育

成
に
力
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
方
に
多
い
杉
・
桧
の
人

工
林
は
、
自
然
林
と
ち
が
い
、
枝

打
ち
や
間
伐
に
よ
っ
て
日
光
を
入

れ
て
や
ら
な
い
と
下
草
や
低
木
が

育
た
ず
保
水
力
は
減
っ
て
き
ま
す
。

昨
年
の
渇
水
で
下
流
地
域
の
人

達
は
滴
養
林
の
大
切
さ
を
知
ら
さ

れ
た
が
、
水
源
の
森
林
を
守
る
に

は
多
く
の
労
働
力
と
資
金
が
必
要

で
、
下
流
の
人
達
に
森
林
を
守
る

魯

（％）

100

90

80

70

ど ん な 環 境 問 題 に 関 心 が あ る か

66 ．5

60

50

槌軒　 61・2

40

30

執着：＝　 素餞
椙　 24 ．0　 23 2

20

10

0
海　 的温 オ 廃 ゴ　 に農　 な生　 な垂　 線 宅　 減 希 環原　 そ　 わ
や　 規壌 ゾ 棄 ミ　 よ薬　 ど活　 と素　 地地　 少少 境子　 の　 か
河　 横化 ン　 物の　 るな　 身集　 に酸　 の開　 ・な　 間力　 他　　 ら

崇蓋痙霊屋蓋琶羞蓋…圭襲撃蔑雲題軍　 票
質　 問雨壌　　 棄　 染化　 境活　 気琉　　 に　　 物　　 伴
汚　 題な ・　 な　　 学　 問排　 汚黄　　 伴　　　　　　 う
濁　　　 ど地　　 ど　　 物　 題水　 染酸　　　 う

地球　　　　　 賞　　　　　 化
球の　　　　　　　　　　　　 物

の
は
河
川
を
ど

の
汚
れ
で
し
た
。

町
内
で
も
、

以
前
は
食
器
や

顔
を
洗
う
を
ど

大
切
に
し
て
い

た
つ
か
い
川
が

生
活
排
水
で
次

第
に
汚
れ
、
水

道
の
普
及
も
あ

っ
て
使
え
な
く

な
っ
た
所
が
多

く
あ
り
ま
す
。

水
に
限
ら
ず

環
境
の
保
全
は

私
達
の
暮
し
方

と
も
密
接
に
関

係
し
て
い
て
、

今
後
の
大
き
を

こ
と
が
い
か
に
大
変
を
こ
と
で
あ

る
か
を
理
解
し
て
ほ
し
い
と
森
林

関
係
者
は
い
い
ま
す
。

一
昨
年
、
社
会
教
育
協
会
が
全

国
の
社
会
教
育
関
係
者
や
民
間
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
ど
を
対
象
に
環

境
問
題
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
　
「
非
常
に
関
心

が
あ
る
」
五
三
・
二
％
を
含
め
九
八

・
〇
％
の
人
が
関
心
を
も
ち
、
図
の

よ
う
に
、
最
も
関
心
の
高
か
っ
た

課
題
で
す
が
、

私
達
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
に
よ

っ
て
は
悪
化
を
多
少
で
も
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
排
水
に
気
を
配

っ
た
り
、
省
エ
ネ
、
省
資
源
に
つ

と
め
る
な
ど
手
近
を
こ
と
か
ら
実

行
㌦

テ
レ
ビ
と
生
涯

学
習
研
究
協
議

会
全
国
大
会

●
と
き
平
成
7
年
1

0
月
26

日
・
2
7
日

●
と
こ
ろ
鳥
取
県
民
文
化
会

館
梨
花
ホ
ー
ル

●
内
容

◇
2
6
日
（
木
）

●
記
念
講
演
（
午
前
）

演
題
「
現
代
若
者
気
質
」

講
師
佐
渡
ケ
嶽
親
方

●
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
午
後
）

パ
ネ
リ
ス
ト

★
草
柳
文
恵
（
キ
ャ
ス
タ
ー
）

★
オ
ス
マ
ン
サ
ン
コ
ン
（
日
本

ギ
ニ
ア
友
好
協
会
広
報
官
）

★
安
倍
譲
二
（
作
家
）

★
夏
樹
陽
子
（
女
優
）
な
ど

◇
2
7
日
（
金
）

●
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
午
前
）

パ
ネ
リ
ス
ト

★
村
上
不
二
夫
（
キ
ャ
ス
タ
ー
）

★
柳
生
博
（
俳
優
）

★
塩
沢
と
き
（
女
優
）
を
ど

お
問
合
せ
は
、
教
育
委
員
会
へ

℡
7
5
－
2
2
2
3
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生涯学習基本－7－－マ

●『
ミ
二
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
【
b

エ

メ

ラ

ル

ド

フ

ォ

ト

コ

ン

テ

ス

ト
9
4
を
9
月
か
ら
展
示
し
て
い
ま

す
が
、
1
0
月
か
ら
作
品
を
変
え
て

展
示
い
た
し
ま
す
の
で
、

く
だ
さ
い
。

ご
観
賞

そ
　
　
　
ば

暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
、
青
空

が
高
く
高
く
広
が
る
秋
、
実
り
の

秋
。
食
欲
の
秋
で
す
。

こ
の
時
期
、
野
に
も
山
に
も
秋

の
味
覚
が
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
中

で
も
新
そ
ば
の
出
ま
わ
る
季
節
で

も
あ
り
ま
す
。

そ
ば
の
原
産
地
は
東
ア
ジ
ア
の

北
部
、
バ
イ
カ
ル
湖
周
辺
や
中
国

南
部
の
雲
南
省
あ
た
り
と
さ
れ
、

わ
が
国
に
は
縄
文
時
代
か
弥
生
時

代
に
朝
鮮
半
島
を
経
て
入
っ
て
き

た
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
ば
粉
は
小
麦
粉
と
違
っ
て
粘

り
気
が
少
な
い
の
で
　
「
つ
な
ぎ
」

と
な
る
材
料
を
工
夫
し
な
が
ら
、

時
間
と
体
重
を
か
け
て
根
気
よ
く

こ
ね
あ
げ
、
そ
し
て
茄
で
あ
げ
て

食
し
ま
す
。

そ
ば
の
白
い
可
憐
を
花
が
風
に

ゆ
れ
る
風
情
も
、
う
っ
す
ら
と
縁

色
が
か
っ
て
香
り
の
あ
る
新
そ
ば

の
風
味
も
、
秋
か
ら
初
冬
に
か
け

て
の
山
里
な
ら
で
は
の
魅
力
で
す
。

遠
来
の
お
客
様
を
も
て
な
す
た

め
、
日
頃
自
慢
の
腕
を
ふ
る
っ
て

そ
ば
を
打
つ
。
「
そ
ば
振
る
舞
い
」

と
い
う
言
葉
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、

古
く
か
ら
親
し
ま
れ
、
大
切
を
食

べ
物
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た

こ
と
が
偲
ば
れ
ま
す
。

そ
ば
は
、
ポ
ロ
ポ
ロ
と
実
の
こ

ぼ
れ
や
す
い
作
物
の
た
め
機
械
化

さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
、
作
業
は

昔
を
が
ら
の
手
作
業
が
ほ
と
ん
ど

の
、
ま
さ
に
　
「
馳
走
」
　
で
す
。

そ
し
て
、
食
欲
の
秋
を
満
喫
し

た
後
は
、
静
か
に
読
書
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

秋
の
夜
長
、
枕
元
に
推
理
小
説
・

ミ
ス
テ
リ
ー
・
サ
ス
ペ
ン
ス
な
ど

の
本
が
あ
る
だ
け
で
心
が
豊
か
に

な
り
夢
多
い
秋
に
な
る
こ
と
ま
ち

が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

▲特別賞「輝く大山」

（
小
　
　
説
）

○
確
率
％
の
死

○
別
れ
の
手
紙

○
夜
の
く
も
ぎ
る

○
朱
夏

O
F
O
R
・
Y
O
U

O
た
の
ま
れ
源
八

〇
女
彫
刻
家

○
忘
れ
ら
れ
を
い
女

島
田
　
荘

内
館
　
牧
子

村
上
　
春
樹

宮
尾
登
美
子

中
園
　
ミ
ホ

山
手
樹
一
郎

ミ

ネ

ッ

ト

さ
行
■
　
　
　
　
ひ
ト
小
ん
ひ

金
　
　
賢
姫

（
エ
ッ
セ
イ
）

○
そ
し
て
夢
に
は
じ
ま
っ
た

池
部

○
太
陽
に
な
れ
を
い
月三

田

良

○
永
沢
君
　
　
　
　
さ
く
ら
も
も
こ

新
着
図
書

（
小
　
　
　
説
）

○
棟
居
刑
事
の
殺
人
の
衣
裳

森
村
　
誠
一

〇
倉
敷
か
ら
来
た
女

西
村
京
太
郎

○
君
を
送
る
　
　
　
赤
川
　
次
郎

○
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
：
フ
ブ
ス

○
遠
い
過
去
近
い
過
去渡

辺

○
天
空
の
川
　
　
　
関

○
自
殺
　
　
　
　
　
矢
貫

（
雑
　
　
学
）

○
わ
た
し
の
献
立
日
記沢

村

貞　　　　　正淳
子　　　隆和一

ト
　
ー
　
リ
　
ー

○
で
も
女

○
山
陰
の
陸
路

東
野
　
圭
吾

群
　
よ
う
こ

津
村
　
秀
介

○
剣
客
商
売
包
丁
ご
よ
み

池
波
正
太
郎

○
鯨
を
捕
る
　
　
　
須
田
慎
太
郎

○
マ
ザ
ー
キ
ル
ト
　
柿
谷
　
　
誠

O
　
「
宝
」

○
野
外
遊
び
大
図
鑑

0
5
0
歳
わ
れ
ら
の
戦
後

落
合
　
恵
子

（13）
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こ誓芸会
私たちがもし詐欺・おどし・交

通事故をどの被害にあった時、警

察や検察庁に訴えましたが、検察

官がその裁判にかけず、犯人はな

んの処罰もされをかったり、裁判

の結果にどうも納得できをい場合

をど、このような場合に検察審査

会にご相談ください。

－検察審査会とは？－

検察審査会は、衆議院議員選挙

●二．∵二二∴丁　－
って構成され、検察官が事件を起

訴しをかったこと（不起訴処分）

のよしあしを審査することを主を

仕事としています。

また、検察審査会は被害者など

の申立てがなくとも、すすんで検

察官が不起訴にした事件を取り上

げて審査することもあります。

なお、申立てには費用はかかり

ません。

申立ての相談については、次の

▼　一』』監＝ど　＿＿＿

▲世界のテニスプレーヤー、ドイツのシュティ

フィーグラフの顔もけ（俣野会場）

州FO良川AtlK沖l

お知らせ

所にお問い合わせください。

●お問い合わせ先

米子検察審査会事務局（鳥取地

方裁判所・米子支部内）

℡0859－22－2205

自衛官募集

■募集種目

自衛隊生徒

■募集人員

陸上　約250人

海上　約　60人

航空　約　50人

■試験資格

中学校卒業（見込）17歳未満の

男子

■受付期間

平成7年11月1日～平成8年1

月4日

■試験期日

第1次　平成8年1月6日

第2次　平成8年1月25日～28日

■合格発表

第1次　平成8年1月17日

第2次　平成8年2月26日

［竺慧藍コ
10月1日から関西空港と米子空

港の間を1日1往復就航すること

になりました。

ご利用ください。

米子空港発 関西空港着 関西空港発 米子空港着

10：30 11：35 12：15 13：30

MFOR抽AII10かー

1芸；；；；軌＿
＝溝口警察署＝

この運動は「みんなでつくろう

安心の街」をスローガンに日常生

活に危険を及ぼす犯罪・事故・災

害をどの被害の未然防止と被害の

拡大防止を図るための運動です。

この期間には、身近を犯罪・事

故・災害の発生状況を「地域安全

ニュース」としてお届けし「犯罪

のをい明るい地域社会」づくりの

運動を進めます。

鳥取大学医学部附属病院では、

新外来・中央診療棟を現在建設し

ていますが、11月20日（釦二開院し

ます。

これに伴う移転作業などのため

次のとおりの期間、外来休診しま

すので、ご理解とご協力をお願い

します。

－外来休診期間一

平成7年11月10日㈱午後5時から

平成7年11月20日㈲午前8時30分まで

3日盟
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＝11月1日から旅券法改正＝

11月1日（水）から有効期間が10年

のパスポートの発行が始まります。

このたびの旅券法の改正ポイン

トは次のとおりです。

●20歳以上の方は、有効期間が5

年と10年のどちらか一方のパス

ポートを選択して申請できます。

（10年は、手数料15，000円とをります）

■子供の併記制度が廃止されまし

た。

●申請書が変更されます。

（今までの申請書は使用できま

せん）

●お問い合わせ先

・県庁国際課旅券係

0857－26－7080

・県西部総合事務所旅券申請交付

窓口

0859－34→6211㈹

役所の仕事について、苦情や意

見、要望などがありましたら、次

の所で相談所が開催されますので

お気軽にご相談ください。

●日時　平成7年10月11日（羽

午前9時～正午

●場所　老人福祉センター

●行政相談委員　安江久夫（洲河崎）

年末調整釈明会

r二 1月20日（月）

平成7年分給与所得者の「年末

調整説明会」を次の日程で行いま

す。

●日時

平成7年11月20日（月）

午後1時30分～午後4時

●場所

溝口町中央公民館

●対象者

江府町に所在する徴収義務者

行事杏れこれ10月

（官公庁・個人の青色申告事業

者を除く）

忘㌫忘㌫読
10月1日から鳥取県で適用され

る最低賃金の額が次のようにをり

ました。

鳥取県では、最低賃金法に基づ

いて、最低賃金が決定され、事業

主は、この賃金より低い賃金で労

働者を使用することはできません。

鳥取県最低賃金表

y て
今までの額 改正額

日　額 4，37 1円 4，47 1円

時間額 54 7円 559円

日　 付 行　 事　 予　 定 日　 付 行　 事　 予　 定

10／9（月） 16（月）

10伏）体育の日 せせらぎ公園・アヤメ苗植栽　ウォークラリー 17伏） 明徳学園

11（姻 18㈱
機能訓練教室

12（杓
町グラウンドゴルフ大会

19休）

13（劫
町ゲートボール大会

20（劫
＼西ノ島経済交流会

14仕） 21出 ノ
文化祭展示の部

15（日）
郡駅伝大会

22（日）
町ソフトテニス選手権大会

（15）
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仁
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局毎習毎守

アジア諸国の異文化に
甘沙留⑱

ふれてみたい

県土地改良事業団体連合会・粁事務所勤務浦部俊一さん（24歳）

■■虚感鎚

＊今の仕事の内容は？

農林関係の土木測量・設計で、

主に農業集落排水をやっています。

＊趣味は？

バイクでツーリングに行くのが

好きです。

今、計画しているのは四国方面

ですね。

＊行ってみたい所は？

アジアです。現地に到着した瞬

間から、異文化のかおりがぶ～ん

とするようをところですね。

＊好きな女性のタイプは？

ハキハキして、明朗活発を人。

＊将来の夢は？

できるかどうかわからないけど

地球の外に行ってみたいです。

＊町にのぞみたいことは？

豊かを自然を残してほしいです

ね。

ボ
ー
ッ
の
秋
な
ど
か
ぞ
え
上
げ
れ

ま
、
き
り
が
を
い
。

を
か
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を

象
徴
す
る
運
動
会
は
町
民
こ
ぞ
っ

て
参
加
す
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
だ
。

ど
の
会
場
で
も
、
花
の
競
技
と

い
え
ば
、
各
チ
ー
ム
対
抗
の
総
合

リ
レ
ー
。
十
代
、
二
十
代
は
ま
さ

に
競
技
そ
の
も
の
。
三
十
代
に
を

る
と
幾
分
そ
の
様
相
が
変
化
す
る
。

四
十
代
に
な
る
と
そ
の
様
相
が
更

に
変
化
し
、
気
持
ち
は
ず
ー
と
先

を
走
っ
て
い
る
の
に
身
体
が
全
然

す
す
ん
で
い
な
い
状
態
。

五
十
代
は
、
と
に
か
く
ケ
ガ
の

な
い
よ
う
に
無
事
に
ゴ
ー
ル
す
る

よ
う
に
と
の
ご
家
族
の
祈
り
さ
え

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
を
気
が
す
る
。

悲
喜
こ
も
ご
も
の
総
合
リ
レ
ー

は
、
観
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
は

楽
し
く
、
心
躍
る
も
の
。
参
加
す

る
人
に
と
っ
て
は
、
チ
ー
ム
の
期

待
を
担
っ
て
走
る
の
は
、
若
い
う

ち
、
あ
と
は
、
自
分
の
健
康
を
考

え
て
、
「
そ
ろ
い
、
そ
ろ
い
」
や
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
の
だ
が
…
…
。

世帯数1，260世帯（＋1）人口4，506人（＋7）男2，141人（＋4）女2，365人（＋ 3）

▼
秋
ほ
ど
、
い
ろ
い

ろ
を
代
名
詞
の
つ
く

季
節
は
あ
り
ま
せ
ん
。

収
穫
の
秋
・
読
書
の

秋
・
食
欲
の
秋
・
ス

窃
≠

亀

記

（）は前月比8月末（16）
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